










































                                                  
1 柄谷行人「解説」（新潮文庫版『地の果て至上の時』、1993 年） 
2 小森陽一「自己言及の不可能性―『地の果て至上の時』のまなざし」（『ユリイカ』1993 年 3 月） 
3 川村湊「「世界」の輻輳」（『文芸』1983 年 7 月） 






























 このルポルタージュが書かれたのは 1977 年であるが、すでに 1980 年以降に上梓され、短篇集『千
年の愉楽』に収録される作品で描かれる「高貴にして澱んだ血」を先取りするかのような言及である。
差別が物語を生み、差別の背景にあるのは日本的自然であるという分析は、天皇の存在を導入するこ
                                                  
5 「物語の系譜」は、1979 年 2 月から 10 月までに 6 回、1983 年 8 月から 1985 年 6 月までは 13 回断続的に連
載された。なお連載時「八人の作家」と銘打っているが、取り上げられた作家は五人である。 
6 前掲注２ 
7 『朝日ジャーナル』の 1977 年 7 月 1 日号から 1978 年 1 月二 20 日号にわたって連載された。本稿での引用は
初出誌による。 




































                                                  
9 「木の国・根の国物語 51 伊勢」（『朝日ジャーナル』1977 年 10 月 21 日） 
10 冒頭に付された「序」（上表文）に従えば和銅 5 年（712）年の成立。しかしこの「序」は本文完成よりやや時
代が下ってから作成・添付された物とする見解も大和巌雄、三浦祐之などを中心に存在する。しかし『古事記』本
文には「も」の万葉仮名に上代特殊仮名づかいが存在しており、本文は七世紀後半に成立していた可能性が高い。 





























                                                  






14 拙稿「中上健次における折口信夫受容―折口学〈小説化〉の試みを探る―」（『東洋大学大学院紀要』第 45 集、
2009 年 3 月） 














 ここで言う自然がいわゆる nature としての自然に単純には置き換えられないことは明白である。
むしろ人間だからこそ必然的に持ってしまう歴史や来歴に近い。この点については第四回講座「みな







 さて、この講座は第八回（1978 年 10 月 7 日）をもって終了するが、この物語・自然・マレビトに
関する問題はこの後も引き続き中上によって考察が進められ、深化を遂げていくことになる。それが
『国文学』における連載「物語の系譜」である。1979 年 1 月に始まった連載は、佐藤春夫、谷崎潤
一郎、上田秋成、折口信夫と続いていく。そして同年 9 月に渡米したことで、一 10 月号に「折口信
夫（中）」が掲載されると、長い長い中断を挟むことになる。この中断前は公開講座のテーマを引き
継いでいるが、1983 年 4 月に『地の果て至上の時』が刊行され、同年 8 月に再開されると「親」「子」
とは別に「語り手」の存在がクローズアップされてくる。 



















1983 年 9 月）を掲載された図形とともに引用する（図形は論者が模倣した）。 
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17 たとえば「岬」（『文學界』1975 年 10 月）には「一体、その男は、どこから流れてきたのだろう。（中略）人々
の噂では山林ブローカーの上前をハネる、と言っていた。彼は、折にふれ入ってくる噂を耳にして、そいつが、
ちっぽけな卑劣漢にすぎないとも思った。」とあり、実父の情報が噂として伝わってくる様を描いている。 





































                                                  











































































































































On “Chi no hate shijo no toki (Supreme Time at the End of the Earth)” 




Previous research on the work written by Kenji Nakagami investigated the status of the 
narrator Mon and changing descriptions of Ryuzo Hamamura. This study examines these two 
issues with reference to “Kishū: kinokuni, nenokuni monogatari (Kishū: A Tale of the Country of 
Trees and Roots), in which Nagami developed his argument on stories or novels, serial open 
lectures titled “Hirakareta Yutakana Bungaku (Open and Rich Literature)” and “Mongatari no 
Keifu (Genealogy of Stories)”.  
Using the idea of Marebito (visiting Kami) proposed by Shinobu Orikuchi to support his 
argument, Nagami defined the triadic concepts, which consist of the “parent” who owns a story, 
the narrator and the “child” whose story is told by the narrator, and devised a method of telling a 
story by changing roles of the three. It can be said that “Supreme Time at the End of the Earth” 
was used as a testing ground for developing this narrative method and Nakagami tried to create 
a new style of novel through the work.   
The findings from the analysis of the work through this narrative theory reveal that in 
contrary to the generally-accepted notion that Mon plays the role of narrator, Mon does not fit into 
the “narrator” of the triadic concepts as defined by Nakagami and rather she plays a role of 
offering alternative interpretations to a “story”. The characters in the work ultimately reject 
interpretations and give up the role of the “narrator”, which suggests between the lines that there 
are no more secrets than what is told in the work. 
 
Keywords：Kenji Nakagami, “Chi no hate shijo no toki (Supreme Time at the End of the Earth)”, 
Narrator, Shinobu Orikuchi, Marebito (visiting Kami) 
  
